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01 本校のセンター的機能の概要



茨城県立盲学校

児童生徒数：３0名 幼稚部０名、小学部7名、中学部7名

高等部16名（本科普通科5名、本科保健理療科２名、

専攻科保健理療科6名、専攻科理療科３名）

                          寄宿舎 児童生徒数：16名

めざす学校像

「学びがい」に充ち

「頼りがい」があり

「生きがい」を見出す学校 てんじブロックン
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01 本校のセンター的機能の概要

迅速な対応 頼り がい

伴走支援

見えにくさでお困りの乳幼児・児童生徒とその保護者、

成人の方を対象とした相談・支援を行う

「 頼 り が い 」 の 確 保



子育て・福祉など

医療機関・眼科など

保幼小中学校
高等学校など

大学・専門機関など

行政機関・教育委員会など

特別支援学校

・特別支援学校には「地域の特別支援教育のセンター」としての役割がある

（学校教育法７４条で規定）

・地域の幼稚園、小・中学校、高等学校で特別な教育的支援を必要とする子ども

への支援や教員への助言・援助、保護者への教育相談等を実施する

センター的機能とは？



センター的機能の役割は６つ

① 小・中学校等の教員への支援

② 特別支援教育等に関する相談・情報提供

③ 障害のある幼児児童生徒等への指導・支援

④ 福祉、医療、労働関係等のとの連絡・調整

⑤ 小・中学校の教員に対する研修協力

⑥ 障害のある幼児児童生徒への施設設備等の提供



地域の学校の担任・関係職員への巡回による支援

・視覚障害教育の理解

・校内環境の整備と学習・生活上の配慮（合理的配慮）

①小・中学校等の教員への支援

②特別支援教育等に関する相談・情報提供
〇児童生徒、保護者、教員を対象とした相談

・地域の小中学校の通常の学級や特別支援学級に在籍する、見えにくさで困っ

ている児童生徒、保護者、教員に対する相談支援を行う

（来校相談、出向き相談、オンライン相談など）

〇関係機関と連携した相談会の実施

・０歳児～高齢者までを対象とした、見えにくさに関する相談会を実施している

相談内容によっては、関係機関と連携し、相談に応じる



③障害のある幼児児童生徒等への指導・支援

・早期教育相談（０歳～就学前までの幼児への支援）

・通級指導教室（通常の学級に在籍している児童生徒への支援）

・定期教育相談（毎週来校することが難しい通常の学級の児童生徒、支援学

級・支援学校に在籍している児童生徒への支援）

④福祉、医療、労働関係機関等との連絡・調整

・医療機関との連携による支援

・福祉、労働関係機関等との連携による支援

・広域にわたる関係機関との連携

茨城ロービジョンネットワーク



⑤小中学校等の教員に対する研修協力

⑥障害のある児童生徒等への施設設備等の提供

・各特別支援学校の特別支援教育コーディネータ―は、地域の小学校

や中学校等から要請があれば、校内研修会の講師として協力する

・校内研修会では、障害への理解や合理的な配慮等について、スライ

ドや教材、視覚補助具、便利グッズ等を提示しながら説明する

・要請に応じて、教材や視覚補助具の貸し出しを行っている



02 乳幼児期のお子さんへの支援



乳幼児期のお子さんへの支援

・０歳から就学前までの乳幼児とその保護者に対して支援を行う

・遊びをとおして、見ることが楽しい、何でも触ってみようという気持ちを育て、

保護者と子育てや関わり方を一緒に考える

・本校では、基本的には月１回90分、教育相談を実施している

・年長児に対して、必要に応じて単眼鏡の訓練を行っている（９月から実施）

・月に１回、「ぷちアイアイだより」を発行している

早期教育相談
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覚醒の調節、抗重力姿勢、バランス

眼球運動、身体の機能の把握

力加減、運動コントロール
抗重力姿勢、バランス、情緒の安定、
身体の地図・機能の把握

情緒を安定させる、防衛する

識別する、身体の地図の把握

傾き 重力 スピード 揺れ

位置 力 動き

触れたことを感じる 痛み 温度

＜参考文献＞ １）加藤寿宏（監修）・高畑脩平 他（2016）：乳幼児の感覚統合遊び～保育士と作業療法士のコラボレーション.株式会社 クリエイツかもがわ
２）川上康則（監修）・田村正隆（2015）：発達の気になる子の学校・家庭で楽しくできる感覚統合あそび.株式会社ナツメ社

乳幼児に対して

・基礎感覚を育む遊びを意図的に設定する

・視覚や手指を活用した遊びをとおして、保有視力を最大限に生かし、視経験の

 拡大を促す支援や、諸感覚の有効活用を促す支援を行う



サテライト教室

・遠方にお住まいの方向けに、サテライト教室を設けている

・本校での早期教育相談と同様に、保護者の相談に対応し、

お子さんの発達や見えにくさに応じた支援を行う

場所：茨城県立茎崎高等学校内（つくば市）

日時：月２回（木曜日）、１組につき１回５０分

（10：00～、１１：15～、13：00～、14：15～）

本校

サテライト



探索を促す「触覚ボード」

様々な素材を使用
した壁面掲示

前庭覚を刺激する遊具



学校 本校 早期教育相談

学年
０歳
～

２歳

３歳
～

５歳
計

男 ４ ５ ９

女 2 3 5

計 6 ８ １4

学校 サテライト教室

学年
０歳
～

２歳

３歳
～

５歳
計

男 １ ２ ３

女 ２ ０ ２

計 ３ ２ ５

早期教育相談を利用している幼児（令和８年７月現在）

・現在、０歳～就学前までの幼児19名及びその保護者、ご家族の方、関係機関の職員が利用

・ 医 療 機 関 か ら の 紹 介 で 早 期 教 育 相 談 を 知 り 、 本 校 や サ テ ラ イ ト 教 室 で の 支 援 に つ な が る

ケースが多い

R ８ 早 期 教 育 相 談 乳 幼 児 １ 9 名 の 居 住 地
本 校 に て 実 施 サ テ ラ イ ト 教 室 に て 実 施



・目の見えにくいお子さんとその保護者を対象にグループ活動を実施している

グループ活動

・月１回、小集団での活動の場や、保護者同士の交流の場を

設けている

令和８年度 ６月のグループ活動 （４組の親子が参加）

10：00 あいさつ

季節の歌（２曲）

10：30 制作遊び

１１：００ おやつ

１１：30 あいさつ



・子どもに適した玩具、遊び方について教えてほしい。

・本人へのかかわり方について教えてほしい。

・家の中の環境の整え方について教えてほしい。

・コンタクトを付けているため、保育園に入れるか心配である。

・スプーンで食事を運んでもなかなか食べてくれない。

・ずりばいをしない。見えにくいと発達が遅れることがあるのか。

・家で取り入れられる目のトレーニングについて知りたい。

０ 歳 ～ 就 学 前 の お 子さ んにつ い ての 相談内 容の 例



・弱視乳幼児の早期発見・早期療育の重要性についての

理解促進を目的として、子ども家庭センターや保健セン

ター等を訪問している

・３年計画で実施している。昨年度は１３か所に訪問した

・３年に一度、県内の幼児教育施設に早期教育相談のポス

ターを送付している

子ども家庭センター11か所

（大洗町、高萩市、大子町、茨城町、城里町、境町、

五霞町、八千代町、行方市、鉾田市、稲敷市）

保健センター ２か所 （潮来市、河内町）

早 期 発 見 ・ 早 期 療 育 に向 け た 広 報 活 動



03 学齢期のお子さんへの支援



学齢期のお子さんへの支援

通級指導教室

・地域の小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒に対し、週１回（４５分）

 本校で指導を行う

・見えにくさを補うための視覚補助具を活用する学習や、視覚認知を高めるた

めの学習、目と手の協応動作を高めるための学習等を行う

・毎週１～８時間の範囲で実施（年間３５時間以上）

・サテライト教室（つくば市）にて指導を実施することも可能

・連絡帳で担任とやりとりしている。各教科に関する配慮事項も伝えている

・５月に在籍校訪問を実施し、個別の指導計画の目標について共通理解した

・通級だよりを学期に１回発行している
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定期教育相談

・児童生徒の見えにくさに応じて、弱視レンズの訓練やビジョントレーニング等を

月１回60分行う

・月１回通うことが難しい場合には、隔月、３か月に１回など、個々の実情に応じて

柔軟に回数を調整し、実施している

・現在19名の児童生徒が通っている（小学生11名、中学生7名、高校生１名）

・支援学級・支援学校に在籍している児童生徒、毎週来校することが難しい通常の

学級の児童生徒を対象に実施している

・必要に応じて巡回相談を実施している

学齢期のお子さんへの支援



定期教育相談の指導内容

・弱視レンズ（単眼鏡・ルーペ）の指導

・ビジョントレーニング

・点字の学習

・ブレイルセンスの操作方法の確認 ※理療科の職員に協力を依頼

・年度末に、指導の経過及び本人の変容、教育相談の内容等を記載した

書類を作成し、在籍校に送付する

・卒業学年の児童生徒については、保護者の要望に応じて、進学先の

学校に渡す資料「私の見え方紹介」の作成を行う



R ８ 定 期 教 育 相 談 児 童 生 徒 1 9 名 の 居 住 地

学校 小学校 中学校 高等学校

合計

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計 1 2 3 計

男
１

(１)
０

１
(１)

０
(１)

０
(２)

１
(２)

３
(７)

０
(１)

０
(１)

０
(4)

０
(6)

０
０

(１)
０

０
(１)

３
(14)

女
０

(１)
０ ０

０
(１)

０
１

(２)
１

(４)
０

０
(1)

０
０

(１)
０ ０ ０ ０

１
(5)

計
１

(２)
０

１
(１)

０
(２)

０
(２)

２
(４)

４
(11)

０
(１)

０
(2)

０
(4)

０
(7)

０
０

(１)
０

０
(１)

４
(19)

◆通級指導教室・定期教育相談 児童生徒数

（ ）は定期教育相談 R ８ 通 級 指 導 教 室 児 童 ４ 名 の 居 住 地



・まだ墨字が読めるが、早めに点字の学習を始めた方がよいのか。

・いつ頃ルーペを購入した方がよいのか。

・進学先に見えにくさについて伝えてもらうことはできるのか。

・入試の配慮申請について教えてほしい。

・家でも何か取り組んだほうがよいことはあるか。

・ノートのマス目から文字がはみ出してしまう。

・友達との距離が近くなってしまう。適切な距離についてどのように伝えたらよいか。

地 域 の 学 校 に通 う 児 童生徒 の保 護者か ら の 相談内 容の 例



視力測定 ・グレーティング視力検査（早期）

・TAC（早期）

・単独絵指標（早期・定期）

・ランドルト環単独指標（早期・通級・定期・来校相談）

発達検査 ・広DーK式視覚障害児用発達診断検査（早期）

読速度測定 ・MN－READJ＆Jk（早期・定期・来校相談）

・簡易版拡大教科書選定キット（通級・来校相談）

アセスメントの活用

※必要に応じて実施



幼児期～学齢期のお子さんへの支援

巡回相談

・視覚障害教育の理解・校内環境の整備と学習・生活上の配慮（合理的配慮）・

教材・教具等の作成と活用等についての指導・助言を行う

・地域の学校等の要請に応じて、職員研修会を実施している

・地域の幼稚園・保育園、小・中学校、高等学校、特別支援学校等からの要請を受けて、

障害のある幼児児童生徒や教員等に対して必要な助言・援助を行ったり、保護者等

に対して教育相談を行ったりする

・来校相談、出向き相談、オンライン相談を随時実施している



・水戸市（小学校3件）

・日立市（中学校１件）

・常陸大宮市（小学校２件）

・常陸太田市（中学校１件、特別支援学校１件）

・大子町（小学校１件）

・茨城町（高等学校１校 1１件）

・大洗町（小学校１校 ２件）

・鉾田市（小学校１校 ２件）

・神栖市（小学校１校 ２件）

・古河市（小学校１件、中学校１件）

・下妻市（小学校１校 ２件、特別支援学校１件）

・筑西市（小学校2件）

・八千代町（高等学校１件）

・つくば市（施設１件）

・つくばみらい市（中学校１件）

・龍ヶ崎市（中学校１件）

出 向 き 相 談 の 要 請 が あ っ た 小 中 学 校 、 高 等 学 校 、 施 設 （ 令 和 ７ 年 度 以 降 ）

令 和 ７ 年 度 に 出 向 き 相 談 の 要 請 が あ っ た 学 校 等

令 和 ８ 年 度 に 出 向 き 相 談 の 要 請 が あ っ た 学 校 等



・算数で定規で線を引くことが難しい。何かいい方法はあるか。

・手本のとおりに漢字を書くことが難しい。文字の形が崩れてしまう。

・水泳学習での配慮事項について教えてほしい。

・教室の環境の整え方について教えてほしい。

・ＵＤブラウザについて教えてほしい。

・本人に対してどこまで配慮したらよいのか。

・小学校の朝の学習の時間に、ルーペの指導を行いたいので、やり方を教えてほしい。

在 籍 校 の 担 任や 関係 職員か ら の 相談内 容の 例



巡回相談① U小学校への支援の具体例

令和７年６月３０日 在籍校にて職員研修会を実施した

弱視レンズ・拡大教科書に関する情報提供等を行った

〃 ７月２５日 地域巡回教育相談会に本人・保護者・担任が参加した

担任から、ルーペの指導について学びたいとの要望があった

〃 ８月２５日 本人・保護者・担任が来校し、ルーペの選定と近距離用弱視

レンズ短期プログラムを実施した

〃 ９月22日 定期教育相談を開始した（隔月で実施）

令和８年６月２９日 在籍校にて、授業参観と職員研修会を実施した

・令和６年度に、教科書の文字サイズに関する相談があった
本校まで車で片道２時間弱かかるため、弱視レンズの訓練に定期的に通う

 ことは難しいと話があった



巡回相談② I高等学校への支援の具体例

令和７年４月 ３日 全職員対象に研修会を実施し、昇降口～教室までの動線を確認した

〃 ４月10日 会議に参加し、助言や情報提供を行った

〃 ５月１日、８日 点訳ソフトや点字の基本ルール、点字プリンターについての研修を実施した

〃 ５月22日 とうくんライトの説明、各教科の評価に関する助言を行った

〃 ５月29日、６月５日 各教科の評価に関する助言を行った

〃 ６月23日 点字学習や今後の支援に関する助言を行った（オンライン相談）

〃 ７月 ４日 定期教育相談を開始、本人にブレイルセンスの操作方法について説明した

〃 ７月10日 進路に関する助言を行った

〃 10月９日 定期テスト・冊子の点訳や進路に関する助言、読み上げソフトの説明を行った

・令和７年４月～１０月までに、I高等学校での巡回相談を計１０回実施した



04 成人の方への支援



成人の方への支援04

対象：職業的自立に向けた専門的な学びを希望する方

内容：保健理療科・理療科に関する相談 

窓口：本校

本校での対応

対象：日常生活の質の向上を目指す方

内容：生活便利グッズ、白杖、点字、遮光眼鏡等に関する相談

窓口：茨城県立視覚障害者福祉センター

 

内容

外部機関への紹介



05 子どもから大人まで、

幅広い年代に向けた支援



子どもから大人まで、幅広い年齢に向けた支援

ロービジョン機器展示・相談会

・視覚に障害のある方が見え方やニーズに応じた機器を選ぶこと

を目的に、8社と茨城県立視覚障害者福祉センターの協力のもと、

ロービジョン機器の使用体験や個別相談を行った

・６月24日に本校にて実施した

ルーペ、単眼鏡、遮光眼鏡、拡大読書器（卓上型、携帯型、音声）
電子ルーペ、点字ディスプレイ、点字器、iPhone支援機器、
卓上型デイジー録音再生機、タブレット端末の活用法とアプリ紹介
日常生活用具、ロービジョン機器の選び方等の個別相談など

05

・校内外から約７２名の方が参加した



地域巡回教育相談会

・夏季休業中に、県内の２か所に出向き、視覚に障害のある方の見えにくさ

を補うための補助具等の展示、体験、個別相談を実施している

・今年度は、県南地域（土浦市）と県北地域（日立市）で開催した

子どもから大人まで、幅広い年齢に向けた支援

・県北・県西・県南・鹿行の区域に分け、３年かけてすべての区域を巡回する



義眼相談

・日本義眼研究所の義眼士に協力を依頼し、義眼を必要としている方の相談

に応じている

・新規の義眼作成やメンテナンス等を行っている

・今年度は、７月９日、８月１９日、９月２4日、10月15日に実施する

子どもから大人まで、幅広い年齢に向けた支援



06 医療から教育へ

～連携と相談窓口～



医療から教育へ～連携と相談窓口～

電 話 、 メ ー ル 、 相 談 フ ォ ー ム 等 で 随 時 相 談 を 受 け 付 け て い ま す

相 談 窓 口 ： 本 校 視 覚 障 害 教 育 支 援 セ ン タ ー

電 話 ０ ２ ９ － ２ ２ １ － ３ ３ ８ ８

メ ー ル s h i e n @ i b a r a k i - s b . i b k . e d . j p

（ 本 校 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 ）

相 談 フ ォ ー ム イ ン ス タ グ ラ ム に リ ン ク を 掲 載

06



相談の流れ

①電話・メール・相談フォーム等で本校に連絡する

②保護者から在籍園・在籍校に連絡する（※在宅の乳幼児や成人の方以外）

在籍校が本校に教育相談の申し込みをする

③本校にて初回教育相談を実施（乳幼児の場合は、サテライト教室での相談も可）

④早期教育相談を開始／必要に応じて通級指導教室や定期教育相談の手続きを進める

乳幼児期 学童期



情報提供 ～視覚障害教育支援センターから医療機関へ～

視覚障害教育支援センター 家庭

医療機関
ご要望に応じて、「生活・学習における見え

方の状況及び配慮事項」を作成します



１. 視覚活用、文字環境
・使用文字、見やすい文字サイズ
・視覚補助具の使用状況
・屋内・屋外での配慮点について

２. 歩行・移動の状況
・屋内での移動
・屋外・初見の場所での歩行について

3. 学習状況及び今後の進路希望



盲学校の視覚障害教育支援センターについて知らない方もたくさんいます

頼りがいのある支援センターとなるよう、共に歩み続けます

今後とも、視覚障害教育支援センターへのご協力をお願いいたします

参考・引用文献
文部科学省（2009）「特別支援学校のセンター的機能の具体例」

<https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/054/shiryo/attach/1285
260.htm>

見 え に く さ で お 困 り の 方 に、 ぜ ひ 支 援 セ ン タ ー を ご 紹 介 く だ さ い

イ ン ス タ グ ラ ム で は 、 本 校 に 関 す る さ ま ざ ま な 情 報

を 発 信 し て い ま す ！ よ ろ し け れ ば ご 覧 く だ さ い ♪

てんじブロックン
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